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満開の桜に祝福されながら、大津北中学校の新しい一年がスタートしました。本年度は、生徒数７９８
名（１年生２８１名、２年生２５９名、３年生２５８名）、教職員６３名で、校訓「人 自然 誇れる北中
～強く 優しく 正しく」、学校目標「夢つかむ一歩」～理解し つながり 高め合う日々を重ねて～のもと、
アフターコロナの新たな北中文化の創造に向けて動き出しました。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

【入学式校長式辞（一部抜粋）】
（冒頭一部省略）一人一人が掛け替えのない命を授かった、誰にも真似できない自分史づくりの主人公
です。満開の桜の一輪一輪も、どれひとつとっても同じものがないように、同じ制服に身を包んでいる
あなた方一人一人にもまた、違った個性と無限の可能性があるのです。個性とは、単に他者との違いの
ことを言うのではなく、その人なりの良さを求める行動の中で発揮される魅力のことであり、一人一人
違います。教職員を含めるとゆうに八百人を超える違う個性や価値観をもった人が集う本校だからこそ、新
たな出会いと学びが必ずあります。そう、違いは豊かなくらしの土台・原点なのです。
（途中省略）再び帰らぬ今日という日を大切に、一日一日、一歩一歩、夢を叶える地道な努力を積み重
ねてください。願い続ければ、努力し続ければ、夢は必ず叶います。これらのことを踏まえ、今日から
大津北中学校のメンバーとして中学校生活をスタートした皆さんに、卒業のその日まで大切にしてほしい
言葉を二つ贈ります。一つ、「夢は何を思っても自由！」。一度しかない人生です。大きな大きな夢を持ち、
一日一日、その実現に向けてひたむきに努力する日々を送られるよう期待します。野球界、アメリカメ
ジャーリーグで活躍している大谷翔平選手は、「人生が夢をつくるのではない。夢が人生をつくるのだ。」
とも言いました。「夢は何を思っても自由」。この言葉、心にとめておいてください。二つ、「学ぶことは変
わること」。人は誰でも、今よりもっと幸せになりたい、みんなから認められたいと思っています。その
ためには、いつまでも引きずってはならない過去や流すべき過去は忘れて、新鮮な自分で中学校生活を
スタートする必要があります。本校は、そんな皆さん一人一人を応援する学校です。ありのままのあな
たでいい。新鮮な自分で、中学校生活を始めましょう。

※部落差別をはじめ、あらゆる差別やいじめ
を許さない学校づくりの一年がスタート♪
「黄金週間」とは、誰もが新鮮な気持ちで新た

な生活をするこの時期を大切に
しようという取組で、本校にお
いて人権・同和教育を全ての教
育活動の根幹に据えるという意
思表示であると同時に、本校に
集う全ての人が差別やいじめを
許さない・なくす立場でつなが
る「なかま」になろうという行
動宣言です。みんなで自分のルー
ツや家族を誇りを持って語れるなか
まづくりに取り組んでいきます。

全校生徒７９８名と教職員６３名がくらす本校
では、例年、年度初めに北中オリエンテーション
を実施し、集団で過ごしていくうえでの決まりや
約束ごと等がたくさんあります。感染症が落ち着
いた今年度は全校生徒が体育館にて一堂に会し、
目指す方向性（ゴール）や価値そろえを行鵜こと
ができました。また、生徒会各種委員会紹介では、
生徒会スローガン「CREATE（創る）」も紹介さ

れるなど、いよいよ学
校が本格的に動き出し
たという感じがする時
間でした。準備してく
れた生徒の皆さん、あ
りがとうございました。


